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GH 重度化が進み 終末看取りケアが増えています。 
永年	 当グループホーム	 かみいち福祉の里(2ユニット定員 18名)でお暮らしの入居者さ
んの高齢化・重度化が進んでいます。 
平成 28年 8月 25日の時点では	 平均年齢 90.7 歳 、平均介護度 3.11です。 
ことしに入ってから	 終末看取りケアが	 3事例ありました。 

ご逝去の日 享年 要介護度 性別 当	 グループホーム在籍期間 いずれも看取りケアプラン作成 

H28.4.9 91歳 2 男 9年 8ヶ月 終末受入契約書締結 
H28.4.12 95歳 4 女 6年 4ヶ月 終末受入契約書締結 
H28.9.2 94歳 4 女 8年 5ヶ月 終末受入契約書締結 
◎	 事前に	 医師、ご家族を交えた詳細な打ち合わせを	 おこなっています。 
◎	 かみいち総合病院・家庭医療センターからの訪問診療を受けたケース。 
◎	 かかりつけ医の訪問診療を受けながら	 看取りをおこなったケースなど様々です。 
◎	 GH 職員である	 坂井美喜子・正看護師、石橋正美・正看護師による主治医との医療
連携をおこなっています。 

◎	 介護スタッフ全員による看取りケアを	 おこなっています。 
 

 
 

8 月 25 日に開催の GH 運営推進会議。	

重度化が進んでいる方の将来の対応に

ついて、ご意向を	 ご家族にお尋ねし

た結果……医療的には	 もう快復の可

能性が低く、積極的医療を望まない 5
家族様より	 医師との協議を経て『グ

ループホームでの看取りを希望しま

す。』とのご希望があったことを	 坂井

管理者から報告しました。 
 

 

麻生太郎財務大臣に 

『平成 29 年度予算概算要求に関する要望書』を提出…… 

 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 【要望事項】 
1.  介護サービス事業者の経営安定化のため、介護報酬を平成 27 年度(引き下げ)改定以前
の水準以上に引き上げる為の財源を確保することを要望します。 

2. 「ニッポン一億総活躍プラン」に示された介護人材の処遇改善および人材育成の諸施策
については、介護保険制度や	 介護報酬に悪影響を与えることの無いよう、新たに別の

財源を確保した上で、着実に実施することを要望します。 

 
7月 27日	 当NPO法人も加盟している	 日本認知症グループホーム協会等が構成する 
介団連  が麻生財務大臣に面会して	 提出しました。協会からは	 佐々木薫副会長が出

席しました。_______________日本 GH 協 ニュース第 24 号から 抜粋。 

 

<認知症> 徘徊し女性死亡    通所先施設に 賠償命令   …… 福岡地裁 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 毎日新聞 9 月 9 日 (金)配信 Yahoo!ニュースより 転載しました。 

	 	 	 	 	 	 当 NPO法人も、デイサービス・	 お茶の間の運営にあたって、見守り義務に

十分留意したいと思います。	

徘徊（はいかい）癖があった認知症の⼥性（当時７６歳）が通所先のデイサービスセンターから抜け出し、そのまま死亡し

たのは施設側の責任として、⼥性の夫ら遺族３⼈が施設を運営する社会福祉法⼈「新宮偕同（かいどう）園」（福岡県新宮

町）を相⼿取って計約２９６４万円の損害賠償を求めた訴訟の判決で、福岡地裁（平⽥直⼈裁判⻑）は９⽇、施設側の過失

を認めて計約２８７０万円の⽀払いを命じた。 

 判決によると、⼥性は２０１２年１１⽉にアルツハイマー型認知症と診断され、１３年１２⽉から施設に通い始めた。１

４年１⽉２３⽇昼ごろ、施設⾮常⼝から抜け出し、３⽇後に施設から約１．５キロ離れた畑で死亡した状態で⾒つかった。

司法解剖で死因は凍死と判明した。 

 平⽥裁判⻑は「施設職員は⼥性に徘徊癖があることを認識しており、⾒守る義務があるのに違反した。施設は職員を指導

監督するべきだった」と指摘。施設側の「抜け出しても死亡までは予⾒できない」との主張を退け、「徘徊すれば独⼒で帰

ることはできず、低体温症で死亡することは⼗分あり得る。義務違反と死亡に因果関係がある」と結論づけた。【吉住遊】 

 

 

認定NPO法人パブリック サポート テスト ご賛同は 順調です 

4月 1日よりスタート	 9月 28日現在 先数実績 ご寄附金額	

平成28年度	 	 目標100先 	 107 先 752,959円	

平成29年3月31日が	 締切日です。当初の年度目標を 既に 超えました。ご支援 ありがとうございます。	

なお	 理事等役員の寄付金は	 PSTには	 カウントしない	 ルールであり	 今期は	 4名の役員から	 上表とは別に	 	

\425,000の寄附があります。寄附金額は	 合計	 1,177,959円となりました。	

 


